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令和2年8月6日、22人の3年生が区切りを向かえた。今までにない激動のそして特別な1年間であった。
昨年マリンスタジアムで敗れた後スタートした新チーム。下級生から試合に出ていた選手は主将の吉田のみ。2年間ほぼ主力であった上級生とは力の差があり、試合経験も乏しかった。そのような中で向かえた夏からの練習試合。勝てない。打てない。投げられない。走れない。強豪校との練習試合では全く勝負にならない。それが実力とはわかっていても悔しさ、不甲斐なさだけが残った。秋季予選、敗者復活戦も結果を出せずに県大会に出場することは出来なかった。5年ぶりの事であった。
しかし安房高野球部の勝負はここから。素直さが取り柄の22人。秋・冬・春と力を蓄え夏に向かう。ここからまたスタート。と思っていた矢先・・・敗者復活戦で敗れた9月8日の夜から朝にかけて台風15号が甚大な被害を南房総にもたらした。選手の家や学校も大きな被害を受けた。それでも翌日学校近くの選手はグランドに集まってきた。今までに見たことのない第2グラウンドの景色。部室脇の日陰を作る憩いの場である大木は倒れ、バッティングゲージは破壊され、ネットは無残なまでに破れていた。グランド周辺も民家が破壊され，昨日までの日常とは違った様相であった。野球をしている場合ではない。出来る事をやろう。その日から部室屋根に上っての修復、連絡の入った地域の家のブルーシート張りを行った。徐々に少しずつグラウンドに戻ってくる生徒も増え砂浜での土囊造りやボランティアに登録しての草刈り、瓦礫集めなどを行った。
台風被害が残る中での冬の練習では自ら考え個々人のレベルアップに励んだ。自分と向き合う時間が多い中で技術と心を鍛えた。自分たちの力のなさを理解していた今年の3年生。例年よりも仲間を鼓舞する声がグラウンドに響いていた気がする。冬の合宿ではたった1人のマネージャーが30名の部員の食事を作り、誰よりも早く起きチームを支えた。1人では出来ない。横にいる仲間がいるから耐える事が出来た。2月になると春の予選の組み合わせが決まり，秋の雪辱を期して県大会で勝負する。チームの気も高まってきた。
そんな時。日本中、世界中の情勢が大きくかわってしまった。学年末のテストが終わると、３月からの練習試合、春季予選。いよいよ冬の成果を発揮する場面がやってくる。誰もがそう思いグラウンドで練習していた時、学校休校が始まった。しかし、この時はまだ「すぐにグランドに戻る事が出来るだろう。」「大丈夫だ。」そう思う気持ちが強かったのではないだろうか。冬の間もグラウンドでアドバイスをし、共に過ごし、ずっと背中を見てきた上級生たちの卒業式も例年行われている野球部の卒業生を送る会も開催することが出来ず，15名の卒業生との別れとなってしまった。それでも1つ上の学年が残していってくれたものは22人に繋がっている。
春季大会が中止になり，4月7日からの緊急事態宣言。グラウンドには例年のような真新しいユニフォームの新入生、下級生の面倒を見ながらも必死に3年生を支える2年生、そして自分たちの集大成に向けて引き締まった顔で下に繋げようとする3年生。高校野球でほんの数ヶ月しかない3学年がそろい、同じ時間を共有し、泥だらけのユニフォーム姿で白球を追いかける安房高野球部員の姿がなくなった。野球が出来なくなった。普通に野球が出来る事が，どれほど幸せだったか。・・・・・・
そのような中，現役を心配した若手のOB・OGから監督のもとへ写真や動画が次々と送られてきた。3月に卒業したばかりの代、10年前に甲子園に出場した代、中学校で野球部顧問として現役の選手を指導してきたOB、海外からも。「今だからこそ成長できる」「大切な後輩が大好きな野球を早く出来るように」「今自分と向き合っている時間は決して無駄にならない」「勝負の時は必ず来る」「君たちなら乗り越えられる」。同じユニフォームを着て同じグランドで我慢と悔しさそして少しの達成感を感じてきた先輩たち。みんな４月から夏の選手権までの大切さを理解している。選手だけでなくスタッフも勇気づけられた。グラウンドを離れて何年もたった後でも，繋がっている。
5月22日。全国高等学校野球選手権が中止となった。様々なメディアでも「甲子園中止」と報道をされたが本校22人の３年生は、その瞬間をどう受け止めていたのか。翌日の選手たちは大きな目標がなくなったことよりも，今までやってきた仲間と野球が出来なくなってしまう不安が強かった気がする。それでも２２人の選手たちは全員が「次の目標があるのならば最後までやりきる」と現実を受け入れていた。
６月に入り，分散登校で学校が再開された。約３ヶ月ぶりに全員がそろったがユニフォームを着てグラウンドに下りる事が出来ない。この間OB会からの寄付により，バッティングゲージが修復され，破れていたネットも顧問が修繕をした。グラウンドの草取りも選手が行い準備は整った。そして・・・６月１６日。時間の制限がある中ではあったが，ユニフォームを着てグラウンドで野球を出来る日が戻った。千葉県の独自大会も８月に開催される事が決まった。例年よりも遅い大会。それでも，３年生は全員最後までやりきると。
そこからは限られた時間を惜しむように練習をした。相変わらず，打てない。守れない。上手くは行かない。それでも新チームがスタートした時のそれとは違った。様々な状況を受け入れてきた３年生。エラーをしても泥だらけになって何度も何度もボールを呼んだ。打てなければ，バットを振り続けた。怪我で自分がプレーヤーとしては出来ないと感じた者はサポートに回り，仲間の為に必死にノックを打った。７月中旬には練習試合も開始された。１１月に行った最後の試合から約８ヶ月ぶり。例年のように多くの試合が組めない中で，「全員の一球。」「全員のヒット。」守備も攻撃もとにかく仲間に繋いだ。例年安房高校の紫のスタンドを盛り上げてくれる吹奏楽部は自分たちの練習の時間を削って野球部の為の壮行会を開いてくれた。自粛期間中様々な支援をしてくれたOB達とは，現役との交流戦を実施した。多くの人の支えがあって出来る高校野球。それを今年の３年生達は今までの誰よりも感じていたのではないだろうか。
８月３日，２０２０夏季千葉県高等学校野球大会が開催された。例年のように紫のスタンドではなく，３年生の保護者のみの無観客試合。小さな頃から多くの練習や試合をさせてもらった鴨川市営球場で１回戦が行われた。おそらく高校野球の夏の大会が初めて安房の地域で行われた。初戦は秋の大会に敗れ県大会の道を閉ざされた相手。初回から相手の猛攻を受けリードを許す苦しい展開となった。それでも，２回，１番関口にタイムリーが飛び出し，すぐに点数を返し離されない。練習再開後、足を怪我しても，ノックを受け続け，どんな球にも食らいつき，泥だらけで最後までボールを追った。それでも上手く出来ない自分の不甲斐なさに練習後涙を流した。その姿を仲間達は後輩達は見ている。たった１本のヒットかもしれない。それでもそこに来るまでの過程が１人１人にそれぞれにある。
その後も点数を取り逆転をするが，７回裏に同点とされる。投手も中山から長谷川へ繋ぎピンチをしのぎきる。４対４の同点のまま９回。先頭の代打に菅野が送られた。自粛期間中も練習後も自分の生きる道は打つことであるとバットを振った。１発当たれば・・・しかし，再開された練習試合では全く当たらない。仲間が繋いでくれても自分が繋ぐことが出来ない。悔しさと仲間への申し訳なさだけが残っていた。そんな中大事な局面で場面が回ってきた。カウント２ボール２ストライクからの７球目。インコースの球を振り抜いた打球が，レフト線を破った。ツーベース。その瞬間すぐにベンチの仲間を見る。代走が送られベンチに戻る菅野はチームを支えてきたマネージャーのもとへ。その後、加藤・川名俊のタイムリーが飛び出し５点を挙げた。自らのエラーの責任を感じながらも，怪我に苦しみながらも，最後までやり遂げたからこその結果であった。フォアボールでもデッドボールでも次に繋げた選手が次々にベンチを見る。つなぎに繋ぎ，初戦を勝利した。
８月６日，２回戦。長生野球場。初回加藤・君塚の連続長打で２点を挙げるが，その後逆転され５回終わって２対４の劣勢となった。それでも絶対にあきらめない。諦めない事を学んできた２年半だった。６回死球のランナーを代打福岡が繋ぎ１点を返す。後１点。長谷川をリリーフした中山も相手の攻撃を完璧に抑えていく。しかし，７回・８回とノーアウト１・２塁のチャンスを活かすことが出来ずに１点が届かなかった。また悔しさが残った。それでも土の上で，泥だらけになり区切りをつける事ができた。
試合後グラウンドに戻ってきた，３年生。一緒に勝負してきた後輩のためにも。自分のエラーで。自分が打たれ。皆が繋いでくれたのに自分が返せず。仲間のために。自分の言葉で自分のプレーを侘びた。そして誰よりもチームの事を考え，動いてきた吉田は「仲間がもらう一つのボール球でガッツポーズが出来た」と。
４４人のヒット。４４人の一球に。良かった事はほんの少しだったかもしれない。満足に出来たのもほんの数ヶ月だったかもしれない。それでもやりきった２２人。泥だらけになってやってきた事は必ず後輩達に繋がっている。３年生のこれからの活躍に期待をしている。
[bookmark: _GoBack]８月６日に敗れた後，すぐに次のチームが始まる。これも高校野球。２２人の安房高校野球部も新たなスタートを切った。マネージャー室には誰もいなくなり，グランドの人数も減った。それでも思いは繋がっている。今年も上手くいかない事を受け入れる事からのスタートである。
